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14かしはら市議会だより

て
、
夜
間
中
学
校
と
し
て
の
認
識

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

夜
間
中
学
の
運
営
は
、
有
志

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
大
な
尽
力

の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
本
市
の
夜
間
中
学

に
多
く
の
著
名
人
や
一
般
参
加
者

も
増
加
し
て
い
る
流
れ
を
と
め
る

の
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。
ま

た
、
こ
の
運
営
方
針
を
後
々
ま
で

残
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

夜
間
中
学
の
協
議
会
を
組
織
す
る

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

平
成
２７
年
度
か
ら
県
教
育
委

員
会
（
県
教
委
）
主
導
の
も
と
中

学
校
夜
間
学
級
設
置
市
連
絡
協
議

会
（
連
絡
協
議
会
）
で
情
報
交
換
・

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
３０
年
２
月

の
連
絡
協
議
会
で
、
県
教
委
が

「
３０
年
度
以
降
、
法
１５
条
の
協
議

会
へ
の
移
行
を
進
め
た
い
」
と
の

考
え
を
示
し
て
い
る
。
本
市
も
、

県
教
委
と
協
力
し
て
、
法
１５
条
の

協
議
会
へ
の
移
行
を
含
め
、
教
育

機
会
の
確
保
に
関
す
る
施
策
等
を

進
め
る
。

平
成
３０
年
度
予
算
の
中
で
、

橿
原
運
動
公
園
の
多
目
的
広
場
と

芝
生
広
場
を
人
工
芝
生
化
す
る
計

画
が
あ
る
が
、
目
的
と
利
用
者
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
。

ス
ポ
ー
ツ
利
用
と
あ
わ
せ
て
、

学
校
や
企
業
の
運
動
会
等
で
の
活

用
も
考
え
て
い
る
。
広
く
県
内
で

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
も

強
化
し
て
、
本
市
で
の
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
２

面
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
よ
り
規
模
が
大
き

い
大
会
誘
致
が
可
能
と
な
る
。
こ

れ
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者

の
増
加
、
観
光
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

の
融
合
を
図
り
た
い
。

人
口
芝
生
化
以
降
に
想
定
し

て
い
る
平
日
の
利
用
者
は
誰
か
。

平
日
の
昼
間
は
、
施
設
利
用

率
は
高
く
な
い
と
思
う
が
、
高
校

以
上
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
も
利

用
で
き
、
本
市
と
協
定
も
結
ん
で

い
る
奈
良
ク
ラ
ブ
の
練
習
に
も
利

用
で
き
る
と
思
う
。

市
民
の
健
康
寿
命
の
増
進
や

夜
間
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に

も
使
え
て
い
な
い
の
で
非
常
に
も

っ
た
い
な
い
。
税
金
で
つ
く
っ
て

い
る
の
で
、
市
民
が
常
時
使
え
る

よ
う
な
施
設
に
す
べ
き
と
思
う
が
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
計
画
は
。

整
備
す
る
場
合
、
１
面
約
８

千
万
円
必
要
で
あ
り
、
橿
原
運
動

公
園
南
側
全
体
の
電
源
施
設
の
問

題
な
ど
も
調
査
の
必
要
が
あ
る
。

他
の
施
設
の
状
況
の
調
査
や
、
専

門
家
の
意
見
な
ど
も
聞
い
て
、
ナ

イ
タ
ー
設
備
や
そ
の
他
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
、
平
成
３０
年
度
の
設

計
委
託
の
中
で
検
討
し
た
い
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ

れ
ば
、
仕
事
帰
り
の
市
民
が
施
設

を
利
用
で
き
、
ラ
ン
ナ
ー
等
の
周

辺
利
用
が
見
込
ま
れ
、
全
市
民
に

対
し
健
康
寿
命
の
増
進
策
と
な
る
。

ま
た
、
利
用
者
が
集
ま
り
、
懇
親

会
や
宿
泊
等
々
の
市
内
消
費
も
見

込
ま
れ
る
。
本
格
的
な
ナ
イ
タ
ー

設
備
を
備
え
た
２
面
の
人
工
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
希
少
性
が
あ
り
、
大

い
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置
で
夏

季
の
大
会
誘
致
や
平
日
稼
働
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
予
算
も
高
額
と
な
る
為
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
そ

の
他
の
施
設
の
設
置
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、
運
動
公
園
の
プ
ー

ル
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
な

ど
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
、
次
年
度
以
降

の
施
設
整
備
の
優
先
順
位
を
、
利

用
者
が
安
全
で
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
環
境
整
備
と
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
本
市
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
観
点
か
ら
、
検
討
し
、
最
適

な
施
設
運
営
に
努
め
た
い
。

橿原運動公園

一般質問

井
ノ
上　

剛

（
自
民
党
）

障
が
い
者
福
祉
基
本

計

画

に

基

づ

く

就

労

支

援

施

策

平
成
２９
年
３
月
策
定
の
橿
原

市
障
が
い
者
福
祉
基
本
計
画
の
基

本
理
念
の
説
明
を
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
の
決
定

に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
活

動
を
制
限
し
、
社
会
へ
の
参
加
を

制
約
し
て
い
る
社
会
的
な
障
壁
を

除
去
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
橿
原
市
障
が
い
者
福
祉

基
本
計
画
で
は
、「
み
ん
な
で
つ

く
る　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も　

い
き
い
き
と
共
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
か
し
は
ら
」
を
基
本
理

念
と
し
て
い
る
。

直
近
３
年
に
お
け
る
障
害
者

手
帳
の
交
付
人
数
及
び
市
の
人
口

に
対
す
る
割
合
の
推
移
は
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
人

数
は
、
平
成
２７
年
度
４
，
５
５
８

人
で
人
口
割
合
は
３
．
６
８
％
、

２８
年
度
４
，
５
１
４
人
で
３
．
６

６
％
、
２９
年
度
４
，
５
３
６
人
で

３
．
６
９
％
。

療
育
手
帳
の
交
付
人
数
は
、
２７

年
度
９
２
１
人
で
人
口
割
合
は
０
．

７
４
％
、
２８
年
度
９
６
６
人
で
０
．

７
８
％
、
２９
年
度
１
，
０
４
６
人

で
０
．
８
５
％
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
人
数
は
、
２７
年
度
７
７
６
人
で

人
口
割
合
は
０
．
６
２
％
、
２８
年

度
９
０
５
人
で
０
．
７
３
％
、
２９

年
度
９
１
６
人
で
０
．
７
４
％
。

療
育
、
精
神
障
害
者
保
険
福

祉
手
帳
の
増
加
に
つ
い
て
の
要
因

は
。

療
育
手
帳
に
つ
い
て
は
、
早

期
発
見
、
早
期
支
援
に
よ
り
、
子

ど
も
の
療
育
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
一
因
で
あ
る
。
ま
た
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
つ
い
て
は
、


